
東
坪
史
研
完
作
Ｅ

宋
代
の
方
田
均
税
法

貌巻

昭
和
十
六
年
十
一
月
良
行

荒

　
　

木

　
　

敏

-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

唐
末
五
代
の
挙
乱
に
よ
っ
て
中
世
貴
族
の
幄
勢
は
全
く
地
に
墜
・
ち
、
所
謂
「
衣
冠
の
奮
族
多
く
４
郷
里
を
離
去
し
、
或
拉
爵
命
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

　
　

絹
し
て
世
系
考
ふ
る
所
無
し
」
て
ふ
没
落
の
状
態
裡
に
退
却
を
飴
儀
な
く
さ
れ
る
と
、
後
は
文
字
通
り
弱
肉
強
食
０
世
相
を
現
じ
て

　
　

少
し
で
も
掻
き
者
、
力
あ
・
る
者
は
交
々
相
剽
掠
し
ｔ
粂
併
の
猛
威
を
振
っ
た
。
な
か
に
も
版
籍
の
散
逸
に
よ
っ
て
彼
等
は
挙
っ
て
田

　
　

産
林
野
を
廣
く
占
有
し
よ
う
と
し
た
。
戸
の
た
め
五
季
よ
り
宋
に
か
け
て
土
地
制
度
大
い
に
乱
れ
、
田
制
は
立
た
す
、
雨
税
収
入
に

　
　

悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
必
然
０
成
行
で
あ
っ
た
。
言
ふ
迄
も
た
く
中
唐
よ
り
始
め
ら
れ
た
両
税
法
は
人
戸
の
資
産
の
多
寡
を
標
準

　
　

と
し
て
税
£
徴
収
せ
ん
と
す
る
極
め
て
近
代
的
な
税
法
で
、
そ
の
特
色
は
一
に
そ
れ
が
綜
合
的
財
産
秋
た
る
に
あ
っ
た
。
然
る
に
、

　
　

唐
末
主
と
し
て
節
度
使
０
践
屋
に
因
る
唐
朝
飯
稜
の
財
政
的
危
機
が
到
来
す
る
や
ご

　
　

る
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
新
規
の
税
目
、
例
へ
ば
開
架
税
の
如
き
一
種
の
家
屋
税
す
ら
制
定
し
て
、
茲
に
両
税
は
そ
の
本
来
の
特

お

　

色
た
る
輦
一
綜
合
的
財
産
税
の
色
彩
を
次
第
に
喪
失
し
ヽ
雨
税
徴
収
も
何
時
の
間
に
か
鸞
質
し
て
ヽ
資
産
の
多
寡
よ
り
寧
ろ
民
戸
の

１
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所
有
す
る
土
地
面
積
の
大
小
店
狭
を
基
準
と
ず
る
に
至
り
、
唐
末
、
五
代
、
宋
初
と
時
を
重
ね
る
に
従
ひ
、
剛
税
が
結
局
地
租
の
如

き
性
質
０
税
目
に
鍵
化
し
て
行
っ
た
。
従
っ
て
雨
税
法
の
迩
用
の
た
め
に
土
地
制
度
の
確
立
が
一
腫
切
賓
な
意
味
に
於
て
要
請
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
賓
際
祀
會
に
於
て
は
、
む
し
ろ
こ
れ
に
逆
行
し
、
土
地
制
度
の
統
一
と
整
備
と
を
阻
害
す
る
が
如
き
事
情
が
少

く
た
か
っ
た
・
だ
と
゛
ば
こ
の
両
税
の
地
租
化
的
笥
向
か
特
に
隠
賦
隠
田
の
風
を
盛
な
ら
し
め
た
事
で
ヽ
紹
置
治
通
鑑
長
編
酪
九
真

宗
天
啓
二
年
十
月
庚
申
の
條
に
「
中
古
言
。
諸
道
租
賦
・
欺
隠
至
多
」
と
見
え
、
ま
た
同
書
０
４
こ
】
天
聖
三
年
二
月
乙
丑
之
條
に
葬
奎

が
秦
州
に
於
て
隠
田
数
千
頃
を
妓
し
た
記
事
が
見
え
る
。
而
し
て
こ
の
隠
田
が
、
一
方
に
於
て
宋
の
太
宗
朝
に
確
立
せ
ら
れ
た
差
役

法
の
た
め
に
土
地
貌
併
の
趨
勢
と
共
に
、
一
勝
激
化
さ
れ
て
来
た
事
も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
た
い
。

　

差
役
法
と
は
郷
戸
の
戸
等
に
準
じ
て
夫
々
軽
重
あ
る
役
の
義
務
に
服
せ
し
め
る
役
法
で
、
例
へ
ば
第
一
等
戸
は
里
正
、
第
二
等
戸

は
戸
長
と
言
ふ
風
に
、
以
下
州
新
の
役
所
に
牛
永
久
的
に
勤
め
る
雑
喊
、
書
記
小
使
の
役
迄
あ
っ
た
が
、
色
々
弊
害
を
件
ひ
、
そ
の

役
の
不
均
衡
は
つ
と
に
問
題
と
た
っ
て
ゐ
だ
。
就
中
、
租
税
の
督
促
に
富
る
里
正
戸
長
の
職
役
が
最
も
そ
の
任
重
く
、
従
っ
て
重
難

な
る
義
務
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
郷
戸
は
役
の
義
務
を
廻
避
す
る
た
め
、
資
産
中
、
重
要
な
部
分
を
し
め
る
田
を
所
謂
「
隠
田
」
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

か
、
典
費
割
移
し
て
戸
等
０
低
下
を
企
て
、
叉
名
説
を
脆
は
る
印
ち
脆
名
と
言
ふ
事
を
行
ふ
も
の
が
多
く
な
っ
て
来
た
。

　

斯
く
０
如
ぺ
し
て
五
代
以
来
豪
右
形
勢
戸
の
粂
併
に
加
へ
て
差
役
の
施
行
や
、
隠
田
の
流
行
が
土
地
制
度
の
統
一
を
阻
害
し
、
所

謂
「
富
者
地
店
租
軽
。
貧
者
地
鐙
租
重
」
て
ふ
租
賦
の
不
均
衡
を
来
た
し
、
國
家
の
賦
税
収
入
に
も
多
大
０
影
響
を
及
ぽ
す
事
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

つ
だ
。
大
艦
ご
血
代
以
来
、
人
民
の
墾
田
を
嶮
し
て
租
賦
を
徴
収
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
た
が
、
全
く
有
名
処
管
と
化
し
、
北
宋
に
於

て
は
仝
國
墾
田
の
五
割
以
上
は
脆
税
し
て
ゐ
た
様
で
あ
匹
。

　

か
く
て
賦
役
の
負
推
は
結
局
貧
農
、
下
等
戸
に
専
ら
集
中
や
ら
れ
た
た
め
に
、
経
臍
的
負
推
力
の
弾
力
性
に
乏
し
い
彼
等
小
農
民

-２-



は
、
些
細
な
天
災
地
誉
の
打
撃
に
も
堪
へ
る
こ
と
が
出
来
申
。
水
旱
煌
害
あ
る
毎
に
流
民
と
化
し
て
四
方
を
流
浪
し
は
じ
め
る
。
仁

宗
時
代
に
「
天
下
に
慶
ｍ
多
く
ゝ
人
民
の
土
豪
す
ら
も
の
早
な
り
」
鰍
四
竺
一
単
匹
食
と
言
は
れ
７
ゐ
る
が
。
ヽ
賓
際
こ
れ
を
裏
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

す
る
か
の
如
く
、
こ
の
頃
各
地
に
劫
盗
團
匪
の
横
行
践
胆
せ
る
記
事
が
宋
の
文
献
に
少
な
か
ら
ず
目
撃
せ
ら
れ
る
。
勿
論
斯
く
の
如

き
情
勢
を
致
し
た
穀
會
的
事
情
は
Ｉ
、
二
で
は
な
い
が
、
土
地
制
度
の
訣
陥
と
不
備
と
が
重
大
た
る
一
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
何
人

も
異
存
が
な
か
ら
う
。
右
の
如
き
祀
會
経
臍
の
混
殴
を
匡
救
す
べ
く
、
宋
朝
政
府
は
い
か
に
土
地
制
度
の
確
立
に
苦
心
し
た
か
。
。

　

宋
初
か
ら
臣
僚
の
意
見
と
し
て
奏
上
せ
ら
れ
た
主
要
た
か
土
地
制
度
に
は
瀋
心
、
張
如
、
林
匹
等
の
井
田
論
、
蘇
洵
、
葉
適
の
井

　
　
　

⑨

田
不
可
論
、
賓
際
に
施
行
さ
れ
た
制
度
と
し
て
は
楡
田
、
限
田
、
方
田
、
経
界
０
諸
法
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
重
要
硯
す
べ
き
は
北

宋
の
方
田
法
と
南
宋
の
経
界
法
で
あ
ら
う
。
経
界
法
に
就
て
は
既
に
先
人
の
研

Ｒ

る
か
ら
暫
ら
く
之
を
措
き
、
こ
ｘ
に
北
宋
の

　
　

方
田
法
を
と
り
あ
げ
て
内
容
を
紹
介
し
よ
う
と
思
ふ
の
は
、
そ
れ
が
組
織
的
な
合
理
性
を
も
っ
土
地
毫
帳
制
で
あ
り
、
田
賦
制
度
だ

　
　

づ
た
と
見
ら
れ
る
上
に
、
こ
れ
が
宦
は
王
安
石
の
新
法
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
に
抄
か
ら
挙
興
味
を
光
之
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

一
腰
王
安
石
０
新
法
と
し
て
従
来
人
口
に
暗
灸
し
て
ゐ
る
も
の
と
言
へ
ば
、
青
苗
、
募
役
、
均
翰
、
保
甲
、
保
馬
、
市
易
等
で
あ

　
　
　

っ
て
‥
こ
れ
ら
は
何
れ
も
土
地
問
題
を
離
れ
た
飯
會
面
の
改
革
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
方
田
法
は
直
接
に
土
地
制
度
を
對
象
と
し
て

　

″
ゐ
る
。
従
っ
て
王
安
石
が
こ
の
方
面
に
就
い
て
は
如
何
な
る
宿
見
が
あ
っ
た
か
を
知
る
に
は
好
個
の
材
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
。
然
る

　
　

に
之
が
従
来
比
較
的
閑
却
さ
れ
て
ゐ
た
０
み
な
ら
す
一
部
に
は
「
北
宋
に
土
地
制
度
な
１
　
　

０
」
て
ふ
極
端
な
議
論
も
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、

　
　

果
し
て
之
を
全
面
的
に
承
認
出
来
る
で
あ
ら
う
、
か
一
座
、
再
険
討
す
る
事
も
必
要
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　

方
田
法
は
王
安
石
の
時
代
を
遡
る
こ
と
約
三
１
　
年
、
仁
宗
時
代
に
郭
諮
に
よ
っ
て
そ
の
大
綱
が
制
定
せ
ら
れ
た
が
、
内
容
が
悉
知

ｍ

　

さ
れ
な
い
憾
が
あ
り
、
王
安
石
は
こ
れ
を
重
修
し
て
細
目
を
決
定
し
た
篤
、
詳
細
た
る
史
料
を
０
こ
し
て
ゐ
る
。
徽
宗
の
時
に
も
、

-３-
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行
は
れ
た
が
、
内
容
は
殆
ど
愛
ら
す
従
っ
て
方
田
法
を
的
躍
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
勢
０
　
王
安
石
時
代
を
中
心
と
し
て
叙
述
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
小
篇
は
茲
に
王
安
石
の
方
田
法
を
中
心
に
考
察
を
行
ひ
、
併
せ
て
彼
の
上
地
制
度
に
對
す
る
思
想
を
探
っ
て

見
た
い
と
思
ふ
。

　

狗
、
こ
ｘ
に
述
べ
ん
と
す
る
「
方
ｍ
」
と
は
全
然
開
係
の
た
い
「
方
田
」
と
言
ふ
文
字
が
宋
の
文
献
に
少
な
か
ら
ず
散
見
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

そ
れ
は
宋
の
契
丹
、
西
夏
の
胡
馬
に
對
す
る
防
禦
に
間
係
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
Ｘ
で
は
本
文
よ
り
省
略
し
た
。

の
綾
賓
治
通
鑑
長
編
巻
一
〇
三
、
仁
宗
天
聖
元
年
夏
四
月
之
條

②
絞
流
治
通
鑑
長
編
四
九
天
禧
四
年
春
正
月
之
條
に

　
　
　

諸
民
伶
立
田
産
嬰
契
。
託
衣
冠
形
勢
戸
。
庇
役
者
。
限
百
日
自
首
。

　
　
　

改
戸
輸
役
。
限
涵
不
首
。
許
人
陳
告
。
命
官
除
名
。
旅
人
決
配
。

　
　
　

所
在
褐
榜
示
之
。

　
　

と
あ
-
O
.
ヽ
ま
仁
同
書
心
九
乾
興
元
年
十
二
月
乙
卯
之
條
に

　
　
　

詔
。
庖
典
頁
田
産
。
影
占
畏
役
者
。
聴
人
告
。
以
所
口
田
三
之
一
。

　

今
京
畿
周
環
二
十
三
州
。
幅
員
数
千
里
。
地
之
墾
者
。
十
躇
二
三
。

　

税
之
入
者
又
十
無
五
六
。
。

と
言
ひ
、
又
同
書
に

　

波
治
平
縁
者
以
謂
。
此
特
計
其
賦
租
以
知
頃
畝
之
数
。
而
賦
租
所

　

不
加
者
。
十
居
其
七
。
半
肩
計
之
。
則
天
下
墾
田
無
慮
三
千
儲
萬

　

頃
。

と
あ
る
。

　
　
　

之
家
。
以
規
避
痕
役
。

　
　

と
見
え
ヽ
ま
仁
宋
史
唾
】
一
食
貨
志
一
農
田
之
條
に
見
ゆ
る
南
宋
理
宗

　
　

淳
佑
六
年
殿
中
侍
御
史
翁
侍
講
射
方
叔
の
言
に
、

　
　
　
　

゛

　
　
　

頻
年
差
兜
保
役
。
官
吏
洙
求
百
端
。
不
得
已
則
献
其
産
於
瓦
室
。

　
　
　

以
規
免
役
。
小
民
田
日
減
。
而
保
役
不
休
。
大
官
田
。
日
鮒
。

　
　

と
見
ゆ
。

③
綻
灸
治
迦
鑑
長
編
略
乾
徳
四
年
閏
八
月
娶
酉
之
條
に
「
五
代
以
来
。

　
　

常
検
祀
見
墾
田
。
以
定
歳
祀
」
と
あ
り
。

④
至
道
二
年
太
常
博
士
直
史
館
陳
靖
の
上
言
（
鰍
皿
ぺ
Ｅ
匹
Ｆ
食
）
に

｀

予
之
。
初
上
封
者
云
。
州
噺
力
役
煩
重
。
多
典
貴
田
産
。
入
形
勢

　
　

⑤
長
編
四
長
編
四
を
仁
宗
天
聖
五
年
三
月
戊
申
之
條
に
「
洞
庭
有
宿
賊
。
敬
逡

買
船
。
殺
人
投
湖
水
。
毎
捕
獲
以
所
殺
戸
。
漂
没
無
可
験
」
と
あ
り
、

九
月
発
酉
之
條
に
は
少
年
群
恣
と
辻
斬
り
の
話
が
見
え
、
同
書
琵
｛

仁
宗
慶
暦
二
年
五
月
乙
丑
之
條
に
は
「
開
封
府
界
に
於
て
盗
賊
の
茉

だ
緯
に
就
か
ざ
る
者
六
百
九
十
傍
人
」
な
る
記
事
が
見
え
る
。
こ
の

頃
民
間
の
結
吐
を
禁
す
る
（
仁
宗
天
聖
五
年
八
月
）

　

一
方
、
盗
賊
の

張
壮
な
る
者
（
四
十
歳
以
下
）
の
者
を
選
び
て
之
を
禁
軍
に
編
入
す

る
の
苦
肉
策
を
と
つ
て
ゐ
仁
ｏ
四
轄
皿
Ｅ
に
Ｅ
　
　
一
一
匹
皿
定
ま
*
l
~
~
同
書

四
一
明
道
二
年
十
一
月
甲
寅
之
條
富
弼
の
上
言
に
「
今
天
下
凶
歓
。

盗
賊
如
麻
。
國
用
空
虚
。
人
心
惶
擾
。
姦
雄
狭
之
。
巳
有
窺
凱
之
心
」

４-
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と
あ
卜
、
同
瀋
四
を
慶
暦
二
年
四
月
丁
酉
。
詔
。
「
如
湖
京
東
西
盗

賊
充
斥
。
其
令
韓
運
司
委
通
判
或
幕
職
官
。
具
逞
嘔
令
佐
。
揮
郷
民
。

£
武
勇
者
。
置
噌
弓
手
雨
偕
。
伯
令
読
内
鐙
選
歴
任
無
賊
罪
。
未
六

十
者
錫
噺
尉
。
督
捕
之
」
と
見
ゆ
。
こ
れ
等
は
長
編
に
見
ゆ
る
夥
し

い
盗
賊
関
係
の
記
事
中
僅
か
に
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。

④
績
資
治
通
艦
長
編
酪
一
太
昶
開
賓
六
年
十
月
丁

⑦
陶
希
聖
氏
「
北
宋
｀

⑧
宋
史
Ｊ
Ｊ
林
勣
傅
、

通
艦
長
編
四
一
太
昶
開
賓
六
年
十
月
丁
丑
之
條

ｍ
「
北
宋
幾
個
大
思
想
家
９
田
論
謐
難
似

⑨
陳
登
元
。
「
中
國
土
地
制
度
」
第
十
三
章

⑩
曾
我
部
静
雄
「
南
宋
の
土
地
紺
界
法
」
文
化
五
ノ
ニ

⑥
陳
登
元
「
中
國
土
地
制
度
」
第
十
章

⑩
績
灸
治
通
鑑
長
編
巻
五
一
侭
宗
咸
平
五
年
夏
四
月
乙
酉
之
條
に

　
　
　

上
謂
宰
臣
日
。
太
宗
朝
。
翰
林
天
文
官
孫
士
龍
。
１
　
請
。
於
北
逡

　

、
置
方
田
。
及
令
民
疏
溝
膝
。
可
以
隔
擬
胡
馬
。
常
時
拓
衆
議
所
氾
。

　
　
　

近
有
殿
直
牛
容
者
。
又
言
其
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

と
見
え
、
皇
朝
編
年
綱
目
備
要
心
に

　
　
　

威
年
六
年
各
十
月
。
開
常
逡
方
田
。
静
戎
軍
王
能
奏
。
於
城
東
開

　
　
　

方
田
。
廣
衰
相
去
五
尺
。
深
七
尺
。
以
限
戎
馬
。
詔
。
銀
戎
順
安

　
　
　

成
膚
軍
界
。
並
拓
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

と
見
え
、
長
編
ペ
ー
一
一
仁
宗
明
道
二
年
三
月
巴
卯
之
條
に

　
　
　

臣
（
知
成
徳
軍
劉
１
　
）
聞
。
太
宗
朝
。
１
　
有
請
置
方
田
者
。
今
契
丹

　

國
多
事
。
’
。
兵
荒
相
織
。
我
乗
此
以
引
水
植
栢
。
儒
名
開
方
田
。
隨

　

田
腔
四
面
穿
溝
渠
。
縦
横
一
丈
。
深
二
丈
。
鱗
次
交
錯
。
雨
溝
間

　

屈
曲
認
紺
路
。
才
令
通
歩
兵
。
引
曹
痢
、
鮑
河
、
徐
河
、
鸚
距
泉

　

分
注
溝
巾
°
＼
Ｋ
-
>
（
'

と
あ
り
、
宋
史
四
七
王
能
傅
に

　

開
方
田
。
査
静
戎
順
安
之
境
。
北
浚
来
寇
。
能
撃
走
之
。

と
見
え
ヽ
更
に
長
編
拾
補
略
三
肥
寧
元
年
六
月
辛
亥
之
條
に
は
保
州

溝河
心
願
塘
渫
以
西
に
築
隠
し
仁
事
を
叙
し
、
・
そ
の
下
に

隠
内
可
引
水
處
・
印
種
稲
・
水
不
瓦
處
・
並
篤
方
田
・
又
閃
出
土

作
溝
。
以
陥
戎
馬
。

と
見
え
る
。
こ
の
外
に
も
可
成
り
多
く
散
見
す
る
が
、
。
大
健
そ
れ
ら

を
綜
合
す
る
に
、
宋
初
西
北
及
び
北
方
國
境
に
於
て
西
夏
及
び
遼
の

騎
兵
の
襲
撃
を
防
禦
す
る
包
め
に
、
幅
十
尺
、
深
二
十
尺
程
度
の
溝

を
捌
懲
し
、
一
種
の
塹
楡
を
造
成
ず
る
。
こ
の
溝
淡
に
よ
っ
て
僥
ら

さ
れ
包
地
上
の
匪
域
を
「
方
田
」
と
将
し
、
「
方
田
を
開
く
」
を
名
と

し
、
賓
は
こ
の
胡
馬
阻
止
濠
を
築
造
し
て
ゐ
仁
様
で
あ
る
。
ま
た
長

編
巻
一
一
　
　
侃
宗
景
徳
二
年
春
正
月
庚
申
之
條
に

　

樹
嵐
軍
請
修
葺
方
田
。
火
山
軍
請
築
月
陛
。
上
（
員
宗
）
以
建
契

　

丹
誓
約
。
不
１
　
。
。

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
場
所
と
時
と
に
よ
り
、
契
丹
と
の
講
和
條
約
の

開
係
上
か
ゝ
る
「
方
田
」
の
造
築
は
許
さ
れ
な
か
っ
記
事
が
列
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

前
節
に
於
て
宋
初
よ
り
賓
施
せ
ら
れ
た
土
地
制
度
０
名
将
を
一
座
列
畢
し
て
置
い
た
が
、
今
そ
の
主
な
る
も
０
の
内
容
に
つ
い
て

５
-
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簡
輩
に
瞥
見
を
輿
へ
る
事
に
し
よ
う
。

　

太
祖
は
大
膿
楡
田
を
以
っ
て
一
貫
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
た
ゞ
江
南
内
史
舎
人
瀋
佑
が
、
殼
併
者
の
細
民
貧
農
の
田
畝
収
買
を
抑

匝
し
、
且
つ
國
家
富
貴
の
本
は
農
桑
を
厚
く
す
る
に
在
り
と
の
見
解
を
持
し
て
、
古
の
井
田
法
の
復
活
を
建
議
し
賛
成
す
る
者
も
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

く
あ
っ
た
が
、
結
局
、
賓
現
の
兄
込
な
老
輩
な
る
意
見
の
範
剛
を
出
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
而
し
て
太
阻
は
常
參
官
を
地
方
に
分
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

し
、
又
は
州
蒜
に
命
じ
て
瞼
田
を
行
は
し
め
若
し
そ
の
瞼
田
賓
を
失
す
る
時
に
は
、
遠
島
流
罪
の
賎
罰
を
以
て
臨
み
、
内
外

は
じ
め
て
そ
の
畏
る
べ
き
を
知
れ
り
と
傅
へ
ら
る
。
建
隆
二
年
館
陶
部
令
程
辿
は
喩
ｍ
漏
畝
あ
り
し
故
を
以
て
沙
門
島
に
流

諦③の
さ

　

入

れ

　

士

同
三
年
六
月
右
補
同
袁
鳳
は
検
田
失
賓
の
事
に
坐
し
て
曲
阜
懸
令
に
左
溢
さ
れ
、
同
年
１
　
二
月
左
艶
善
大
夫
段
昭
裔
も
同
様
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

に
て
河
州
司
法
參
軍
に
責
授
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
官
吏
の
却
っ
て
大
阻
の
検
田
政
策
の
意
に
迎
合
し
、
功
を
遜
へ
ん
と
す
る
風
を

戒
め
、
特
に
検
田
の
役
人
を
敲
選
し
た
様
で
あ
る
（
八
八
柊
Ｅ
）
建
隆
四
年
州
邸
の
版
籍
類
の
整
備
を
行
は
し

如
た
の
も
、
上
地
制
度

確
立
の
た
め
の
基
本
的
工
作
だ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　

凡
そ
検
川
と
は
雨
税
徴
収
の
開
係
上
、
官
民
の
具
進
に
よ
っ
て
主
と
し
て
各
路
の
水
旱
災
傷
の
程
度
、
国
畝
の
地
域
的
地
質
的
受

化
、
生
育
状
態
、
水
利
の
有
無
等
を
検
覗
党
察
し
た
上
、
二
税
の
圓
免
す
べ
き
も
の
は
之
を
錨
竟
し
、
以
て
徴
税
に
失
言
な
か
ら
し

め
る
を
眼
目
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
勿
論
豪
右
形
勢
戸
の
不
正
を
牽
制
抑
聚
す
る
の
意
圖
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

　

太
宗
も
土
地
制
度
ｏ
樹
立
に
苦
心
し
、
臣
僚
を
し
て
均
田
法
を
議
せ
し
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
政
策
と
し
て
は
結
局
、
屡
々
嶮
ｍ
を

を
行
へ
る
以
馳
に
は
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
が
な
い
。
侃
宗
朝
に
も
見
る
べ
き
も
の
な
く
、
た
ゞ
監
察
御
史
張
廓
は
唐
の
宇
文
融
の

奏
す
る
所
に
依
り
、
官
を
派
・
し
て
土
田
を
検
括
せ
ん
こ
と
を
乞
う
た
が
、
賓
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
様
で
あ
ら
・
（
温
鍬
収
飛
）

　

凡
そ
支
那
に
於
て
は
支
配
階
級
の
土
地
兼
併
は
史
上
到
る
所
に
目
賭
せ
ら
れ
る
が
、
宋
代
忙
於
て
先
述
の
如
く
差
役
法
の
施
行
が

-６-



特
に
官
戸
の
土
地
兼
併
の
趨
勢
を
助
長
せ
し
曲
、
そ
の
篤
に
、
仁
宗
の
時
、
官
吏
の
田
畝
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
限
田
問
題
が
起
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

だ
事
は
既
に
曾
我
部
氏
の
指
摘
論
究
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
唐
宋
を
通
じ
て
官
吏
の
土
地
兼
併
は
巌
重
に
禁
止
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ

　
　
　

も
多
く
徒
法
空
文
に
旅
っ
た
様
？

　
　
　

既
に
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
こ
の
外
官
吏
が
織
田
を
不
法
に
多
く
占
有
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
著
し
く
、
「
職
ｍ
有
無
不
烏
。
吏
或

　
　
　

不
良
。
往
往
多
取
。
以
残
二
細
民
‘
」
ミ
Ｊ
心
）
と
か
「
先
帝
患
二
吏
秦
不
紅
。
而
㈲
芯

　
　
　

侵
牟
滋
長
。
獄
訟
散
起
。
反
以
害
‘
人
」
（
べ
皿
皿
）
等
０
弊
害
を
生
じ
た
の
で
、
仁
宗
朝
に
遂
に
織
田
が
停
止
、
又
は
制
限
せ
ら
れ
た

　
　
　

⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　

事
も
同
様
に
注
目
す
べ
き
事
件
で
は
あ
る
ま
い
か
。
内
外
群
臣
の
官
田
官
宅
費
買
は
既
に
賀
宗
時
代
に
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
そ
の

　
　
　

程
度
の
禁
制
束
縛
も
恐
ら
く
無
効
に
肺
し
、
茲
に
右
の
如
き
處
置
が
と
ら
れ
た
事
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　

し
か
し
先
の
限
田
は
草
に
「
公
卿
以
下
三
十
頃
を
過
ぐ
る
劈
か
れ
」
（
心
一
匹
Ｊ
に

　
　
　

以
上
に
は
制
限
を
附
せ
挙
、
ま
た
職
田
停
止
声
一
時
的
で
一
年
後
に
は
復
奮
さ
れ
、
職
田
の
制
限
も
府
州
軍
監
等
の
地
方
官
に
對
す

　
　
　

る
も
の
で
あ
り
、
中
央
の
大
官
に
及
ば
ざ
り
し
は
、
大
物
を
逸
し
た
感
が
あ
り
、
片
手
落
政
策
の
設
を
竟
れ
な
い
。
従
っ
て
限
田
、

　
　
　

織
田
制
限
共
に
、
蒙
併
０
徒
を
抑
墜
し
、
土
地
制
度
の
栗
鼠
を
是
正
す
る
に
は
大
た
る
期
待
を
か
け
る
事
は
先
づ
困
難
で
あ
る
。

　
　
　

叙
上
の
如
く
、
土
地
制
度
の
偽
濫
崩
壊
は
、
民
田
は
も
と
よ
り
公
田
官
有
地
に
も
波
及
し
て
ゐ
た
事
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
に
よ
っ

　
　
　

て
北
宋
の
土
地
制
度
も
仁
宗
時
代
に
於
て
、
最
悪
に
近
い
１
　
飢
の
状
態
を
呈
し
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
周
知
の
如
く
宋
朝
飽

　

゛
稜
の
危
機
は
、
仁
宗
朝
に
あ
っ
た
と
孵
せ
ら
れ
、
諸
事
萬
端
解
醗
の
危
機
に
瀕
し
祀
會
経
済
は
最
も
瞼
悪
の
相
を
示
し
て
ゐ
た
様
で

　
　

あ
る
・
こ
の
事
が
土
地
制
度
に
も
反
映
し
て
ゐ
た
と
’
で
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
仁
宗
明
道
二
年
十
月
に
は
天
聖
七
年
以
来
、
天
下

心

　

の
山
林
の
豪
民
に
よ
っ
ｔ
占
有
せ
ら
れ
’

r
Ｖ
Ｑ
利
を
堰
断
さ
れ
ｔ
ゐ
だ
も
の
を
悉
く
官
に
返
還
せ
し
め
ヽ
一
般
人
民
に
も
そ
の
利
を

-
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お∂

ひ
と
し
く
せ
し
め
ん
と
す
る
詔
勅
が
硬
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
ぺ
Ｊ
一
心
）

　

し
か
る
と
こ
ろ
仁
宗
慶
暦
年
間
に
至
っ
て
、
か
ｘ
る
暗
雲
を
沸
拭
し
、
土
地
制
度
の
前
途
に
一
脈
の
光
明
を
投
じ
た
名
案
が
案
出

せ
ら
れ
、
こ
れ
が
欧
陽
脩
の
奏
請
に
よ
っ
て
仝
國
的
に
賓
施
せ
ら
れ
る
の
端
緒
を
開
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
名
案
と
は

郭
諮
・
孫
琳
合
作
の
「
方
田
法
」
之
で
あ
る
。
事
の
起
り
は
嘗
っ
て
三
司
會
合
し
て
田
制
の
確
立
、
租
賦
の
公
平
化
を
協
議
し
た
時
、

知
諌
院
欧
陽
脩
が
洛
州
（
河
北
省
）
肥
郷
邸
に
於
て
賓
施
さ
れ
、
そ
の
成
績
見
る
べ
き
も
の
あ
り
し
大
理
寺
丞
郭
諮
（
彼
の
協
力
者

と
し
て
秘
書
孫
琳
）
０
良
案
に
か
Ｘ
る
「
方
田
法
」
を
全
國
に
も
推
行
す
べ
き
を
主
張
し
、
三
司
も
亦
之
に
Ｕ
同
し
て
、
こ
ｘ
に
方
田

法
施
行
の
決
定
を
見
た
の
で
あ
る
。
郭
諮
、
孫
琳
が
命
を
受
け
て
、
最
初
赴
い
た
の
は
蔡
州
上
蔡
新
で
あ
っ
た
。
蔡
州
が
先
づ
選
ば

れ
た
の
は
富
時
淮
南
の
毫
州
・
壽
州
・
京
西
の
汝
州
・
蔡
州
等
の
地
方
の
田
賦
が
最
も
均
衡
を
訣
い
て
ゐ
た
狐
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
此
の
郭
諮

　

孫
琳
の
方
田
法
に
就
い
て
は
、
宋
史
づ
乙
郭
諮
傅
、
宋
曾
要
食
貨
七
十
上
方
田
、
紹
資
治
道
鑑
長
編
酪
Ｅ
慶
暦

三
年
參
十
月
丁
未
之
條
、
欧
陽
文
忠
公
全
集
印
　
　
奏
議
巻
七
論
方
田
均
税
訓
子
、
文
献
通
考
酪
田
賦
四
等
の
記
す
る
所
少
し
づ
ｘ
異

同
が
あ
る
が
、
大
綾
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
便
宜
上
、
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
た
め
に
長
編
の
記
事
を
代
表
的
に
引
用
す
れ
ば

　

初
洛
州
肥
郷
餌
。
田
賦
不
ｙ
平
。
久
莫
二
能
治
『
称
運
使
楊
偕
患
‘
之
。
大
理
寺
丞
郭
諮
曰
。
是
挺
７
難
者
。
得
こ
往
可
二
立
決
‘
也
。

　

偕
印
以
‘
諮
衛
火
Ｊ
。
井
泣
二
秘
書
孫
琳
　
０
血
盆
ｙ
事
。
諮
等
用
二
千
歩
方
田
法
「
四
出
量
括
。
得
気
ハ
敷
　
０
除
盲
７
地
之
租
‘
者
四
百

　

｛
。
懲
正
臨
７
租
之
地
‘
者
百
家
。
収
・
・
姓
賦
八
１
　
萬
「
流
民
乃
復
。

と
あ
っ
て
、
郭
諮
０
方
田
法
が
肥
郷
瓢
に
於
て
非
常
に
成
功
し
、
趙
賦
八
十
萬
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
流
民
の
錨
復
さ
へ

見
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
ま
た
こ
れ
を
仝
國
に
賓
施
す
べ
き
を
建
議
し
た
欧
陽
脩
の
奏
請
、
欧
陽
文
忠
公
全
集
印
一
一
奏
議
類

巻
七
の
論
方
田
均
税
訓
子
に
よ
れ
ば
、

-
８



お9

　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ
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一
Ｓ

　
　

Ｉ
Ｓ

　

Ｉ
Ｉ

　
　

ｔ
一

　

Ｉ

　

！
’

　

Ｉ
・

　
　

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ

　

Ｓ

　

」

　

扨
立
二
千
歩
方
田
法
こ

　

百
餓
家
。
復
得
＝
税
数
‘
不
｛
少
。
公
私
皆
利
‘
簡
。

と
見
え
る
事
か
ら
推
し
て
も
、
相
営
良
好
の
成
績
を
収
め
得
た
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
欧
陽
脩
の
建
議
に
よ
っ
て

之
を
近
き
よ
り
遠
き
に
及
ぼ
し
、
漸
次
仝
國
に
推
行
す
る
こ
と
Ｘ
な
り
、
先
づ
蔡
州
上
蔡
懸
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
竃
施

後
の
成
績
に
就
い
て
は
長
編
匹
Ｅ
（
前
頁
引
用
文
の
続
き
）
に
「
得
こ
田
二
萬
六
千
九
百
三
十
飴
頃
　
０
均
‘
・
賦
於
民
ご
と
見
え
、
ま
た
文

献
通
考
酪
田
賦
四
に
後
に
方
田
法
が
庭
止
さ
れ
た
こ
と
を
惜
し
み
、
そ
の
慶
止
後
の
状
態
を

　

自
‘
加
諮
均
税
之
法
罷
。
「
論
者
謂
。
朝
廷
徒
惶
二
時
之
努
　
０
而
失
こ
経
遠
之
慮
　
０
至
二
皇
砧
中
　
０
天
下
墾
田
覗
二
景
徳
「
檜
四
十
一

　

萬
七
千
飴
頃
。
而
歳
入
九
穀
。
乃
減
‘
七
十
一
萬
八
千
齢
石
「
蓋
田
賦
不
‘
均
。
故
其
弊
如
‘
此
。

と
述
べ
て
、
仝
國
の
墾
田
が
仁
宗
皇
砧
年
間
に
於
て
は
具
宗
景
徳
年
間
に
比
し
て
四
十
萬
頃
鯨
も
。
堵
加
せ
る
に
も
か
Ｘ
は
ら
す
、
田

税
總
入
の
激
減
せ
る
事
賓
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
事
賓
は
方
田
法
が
賓
際
に
於
て
有
効
適
切
な
る
政
策
で
あ
っ
た
か
を
如
覧

に
讃
明
せ
る
も
０
と
言
は
ね
ば
な
ら
た
い
。
し
か
る
に
蔡
州
上
蔡
一
新
の
田
を
方
量
し
て
後
、
間
も
た
く
郭
諮
の
上
言
、
「
州
懸
多
二

逃
田
「
未
‘
可
二
重
括
こ
の
報
告
を
受
け
た
朝
廷
は
「
重
労
’
人
」
と
の
理
山
に
よ
っ
て
、
之
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
。
欧
陽
脩
の
嘉

砧
五
年
上
れ
る
「
論
均
税
桐
子
」
は
詳
細
に
こ
の
方
田
法
中
止
の
い
き
さ
つ
を
つ
た
へ
て
ゐ
る
。

　

起
自
二
蔡
州
一
瓢
　
０
以
二
方
田
法
？
均
税
事
方
施
行
。
而
議
者
多
言
二
不
便
二
辞
印
罷
７
之
。
近
者
伏
見
。
朝
廷
特
置
二
均
税
　
０

　

一
司

　

差
‘
官
。
。
分
二
往
河
北
陳
西
ご

　

言
者
？
歳
倹
民
鏡
。
乞
・
罷
こ
均
税
べ
梢
已
疑
。
此
一
事
果
篤
‘
難
‘
行
。
而
朝
廷
之
意
。
決
在
‘
・
必
行
「
言
者
逡
不
‘
能
ｙ
入
。
近
者

　

叉
見
。
河
北
人
戸
凡
千
百
人
。
聚
訴
こ
於
三
司
　
０
然
則
道
路
傅
・
言
。
具
二
州
郡
‘
上
」
言
。
雖
‘
篤
‘
不
‘
足
‘
信
。
其
如
‘
聚
こ
集
千
人

-
９
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Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

　

一
一

　

ｌ

　
　

ｌ
Ｉ
Ｓ
ｉ

　

ｌ

　
　

Ｉ

　

参
１
１
１
１

　
　

Ｉ
Ｉ

　
　

Ｉ
Ｓ
Ｉ

於
京
師
「
此
事
不
‘
可
‘
掩
蔽
「
則
民
情
可
ｙ
知
矣
。
蓋
均
税
非
二
以
規
’
利
。
而
本
以
便
ｙ
民
。
如
ｙ
此
民
果
便
乎
。
鵜
知
。
朝
廷
本

　

ｌ
ｌ

　

一
Ｉ
Ｓ
ｉ

　
　

ｌ

　

Ｉ
Ｓ

　

Ｓ

　

ｉ

　
　

ｌ
Ｉ

　

Ｉ

　

Ｉ
Ｓ
Ｉ

　

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ

　

Ｓ

　

只
以
二
兄
在
税
数
　
０
量
二
軽
重
’
均
‘
之
。
初
不
久
ぶ
其
別
生
二
額
外
之
敷
‘
也
。

と
あ
る
・
之
に
よ
れ
ば
方
ｍ
…
法
の
趣
旨
は
「
政
府
が
利
を
規
る
に
非
ず
。
た
'
n
見
在
税
散
を
以
っ
て
そ
の
軽
重
を
量
り
、
之
を
均
（
敷
）

す
る
」
に
あ
る
。
従
っ
て
富
然
「
民
を
便
す
」
べ
き
で
あ
る
に
、
何
故
百
姓
が
騒
ぐ
の
で
あ
る
か
、
欧
陽
脩
は
語
を
続
け
て

　

近
聞
。
衛
州
通
利
軍
・
括
司
川
民
冒
に
仙
田
土
　
０
不
乱
二
見
在
腎
催
数
内
べ
均
‘
一
減
重
者
「
灘
荒
曾
佃
舅
却
生
笠
税
率
配
乏
。

　

Ｉ
Ｓ

　

Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

　
　

Ｉ

　

Ｉ
Ｓ

　

ｉ
ｌ
Ｓ

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

此
非
『
朝
廷
之
意
『
而
民
所
二
以
喧
訴
‘
也
。

即
ち
、
術
州
通
利
軍
心
皿
で
は
、
胃
佃
の
ｍ
土
を
喩
括
す
る
に
、
規
定
の
課
徴
税
敷
外
に
迄
範
閲
を
虞
め
、
ま
た
重
き
負
樅
を
か
け

ら
れ
た
者
の
税
を
減
す
る
に
之
を
胃
佃
戸
に
㈲
呉
即
ち
割
富
て
て
、
却
っ
て
。
耐
税
の
形
を
招
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
全
然
朝
廷
の
本
意

と
す
る
所
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
た
め
に
人
民
が
騒
ぐ
の
で
あ
る
と
言
ひ
、
さ
ら
に
、

　

小
人
希
乱
心
承
・
』
日
者
。
言
＼
利
而
不
乙
一
Ｈ
ｉ
害
。
俗
吏
貪
ｙ
功
希
ｙ
賞
者
。
見
二
小
利
べ
忘
こ
大
害
　
０
篤
’
國
斂
二
怨
於
民
　
０
朝
廷
不
に
知
則

　

已
。
萄
已
知
‘
之
。
共
可
’
不
’
篤
’
救
屁
ハ
失
‘
哉
。

印
ち
方
田
法
の
運
川
が
、
小
人
俗
吏
の
功
を
貪
る
者
に
よ
っ
て
誤
ま
ら
れ
た
事
を
歎
き
、
朝
廷
は
こ
れ
に
気
付
か
ざ
る
を
警
告
し
、

速
か
に
そ
の
失
策
を
是
正
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

　

さ
ミ
郭
諮
ヽ
孫
琳
の
方
田
法
は
如
何
な
る
規
約
を
も
っ
た
勺
具
服
的
な
細
則
は
史
籍
に
見
え
ず
ヽ
欧
陽
朧
の
「
論
方
田
均
税

剔
子
」
に
は
「
自
有
制
度
二
十
除
條
」
と
見
え
て
ゐ
る
が
内
容
に
は
鴫
れ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
断
片
的
な
記
事
を
拾
っ
て
内
容
を
打

診
す
る
よ
り
外
ｉ
方
法
が
な
い
・
畦
づ
長
編
ぴ
一
仁
宗
嘉
砧
五
年
４
　
二
月
庚
申
の
條
に
「
先
是
」
と
し
て
知
永
興
郡
劉
敞
が
河
中
府
に

於
け
る
方
ｍ
賓
施
舷
況
（
孫
琳
自
ら
丈
量
に
富
れ
り
）
を
奏
上
せ
る
言
の
中
に
、
「
琳
用
こ
方
田
「
歩
‘
地
千
歩
翁
・
一
方
規
　
０
方
度
之
誠
。

-10
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使
二
其
覆
賓
雄
７
頗
。
但
能
知
二
田
畝
高
下
‘
爾
。
至
二
於
均
税
之
法
。
以
二
地
肥
痔
‘
篤
‘
差
。
」
と
あ
り
、
ま
た
欧
陽
脩
の
「
論
均
租
剖
子
」

中
に
「
叉
聞
。
以
・
地
肥
痔
‘
定
篤
二
四
等
「
其
下
等
田
。
有
こ
白
嫌
幣
鍼
地
。
井
鹸
副
沙
薄
可
‘
殖
地
。
死
沙
不
‘
可
・
殖
地
「
並
一
例
均

灘
Ｑ
輿
税
撒
　
０
云
々
」
と
あ
る
事
等
を
綜
合
す
る
に
、
千
歩
四
方
を
土
地
測
定
の
基
準
と
し
て
面
横
を
丈
量
し
、
同
時
に
田
上
の
肥
痔

美
悪
を
査
定
し
て
数
階
級
に
分
ち
そ
の
高
下
に
庶
じ
て
田
賦
の
多
寡
を
決
定
す
る
。
し
か
し
田
税
の
課
徴
は
現
在
数
の
範
園
内
に
於

て
行
ふ
。
即
ち
増
税
を
し
な
い
。
た
ｕ
徴
収
額
を
軽
重
不
公
平
な
く
均
敷
す
る
、
こ
れ
が
郭
諮
孫
琳
の
方
田
法
の
要
領
で
あ
っ
た
様

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
方
田
法
の
大
鰻
の
内
容
は
諒
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
更
に
詳
細
な
る
細
則
、
運
用
法
に
至
っ
て
は
次

章
に
て
述
べ
ん
と
す
る
王
安
石
の
方
田
法
に
於
て
、
は
じ
め
て
飴
す
處
な
く
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

註①
績
竹
治
通
鑑
長
編
↓
四
太
誕
開
賓
六
年
十
月
丁
丑
之
條

③
章
俊
卿
山
堂
考
索
前
集
心
五
田
制
、
皇
朝
偏
年
綱
目
備
要
ぺ

　

綾
灸

　
　

治
通
鑑
長
編
丿
等
に
建
隆
年
間
の
権
田
を
述
べ
、
長
編
Ｊ
開
賓
七
年

　
　

夏
四
月
廣
南
検
田
の
錫
に
官
を
派
遣
し
仁
こ
と
が
見
え
る
。

③
宋
會
要
食
貨
一
検
田

④
禎
資
治
通
鑑
長
編
四
建
隆
三
年
六
月
丁
酉
及
十
二
月
丙
戊
之
條

④
宋
會
要
食
貨
心
九
版
籍

④
宋
會
要
食
貨
一
検
田
雑
録
に
太
平
興
國
八
年
九
月
、
同
九
年
正
月
、

　
　

淳
化
四
年
十
月
、
同
五
年
正
月
、
至
道
元
年
九
月
、
二
年
四
月
等
に

　
　

太
宗
の
検
田
を
行
へ
る
を
見
る
。

⑦
「
宋
代
の
官
戸
と
限
田
問
題
」
（
曾
我
部
静
雄
）
文
化
四
ノ
八

⑧
唐
律
疏
議
巻
一
三
、
宋
會
要
食
貨
一
農
田
雑
録
宋
會
要
刑
法
二
上
、

　
　

刑
法
禁
約
ヽ
宋
史
作
　
　
食
Ｍ
志
一
農
田

⑧
職
田
の
停
止
さ
れ
る
に
至
つ
北
続
過
と
し
て
仁
宗
景
銘
三
年
六
月
戊

　
　

辰
詔
。
臣
僚
多
占
職
田
。
或
剰
取
租
者
。
計
喊
坐
之
。
（
ぺ
Ｊ

’
心
）
と

　
　

あ
り
、
天
聖
七
年
八
月
丁
亥
詔
日
。
先
帝
１
　
吏
案
不
給
。
而
廉
潔
者

　
　

亡
以
勤
。
故
鼓
賜
之
公
田
。
歳
月
浸
深
。
侵
牟
滋
長
。
獄
訟
敷
起
。

　
　

反
以
害
人
。
重
失
先
帝
之
意
。
其
罷
天
下
職
田
。
官
牧
其
入
。
以
所

　
　

直
均
給
之
。
伯
委
三
司
。
別
認
條
約
。
先
是
上
封
者
言
。
職
田
有
無

　
　

不
均
。
吏
或
不
良
。
往
化
多
取
。
以
段
細
民
。
請
罷
之
。
詔
資
政
殿

　
　

學
士
晏
殊
奥
Ξ
司
審
竹
三
、
班
院
吏
部
流
内
。
鈴
參
議
。
皆
以
伐
鋏
Ｓ
乃

　
　

降
是
詔
。

　

（
ぺ
一
Ｊ
心
）
し
か
る
に
九
年
二
月
に
至
ｉ
「
職
田
所
以
恵

　
　

廉
吏
。
面
貧
者
並
認
私
侵
漁
民
。
滋
谷
認
害
。
比
詔
有
司
。
罷
職
田
。

　
　

如
聞
。
勤
ボ
吏
峰
薄
。
不
足
以
自
哨
。
晩
甚
閔
焉
」
（
　
１
　
Ｊ
Ｊ
）
と

　
　

言
ふ
理
出
の
下
に
一
底
荷
に
復
さ
れ
鎧
が
、
次
い
で
慶
暦
三
年
十
一

　
　

月
苑
仲
沌
等
の
上
言
に
よ
り
、
職
田
制
度
が
左
の
如
く
行
は
れ
仁
。

　
　

（
長
営

　
　

一
四
五
）

-
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軍

　

茎

　

州

　　　

府

　　

早

　

゜府州
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竹

　

監

　　　

僕

　　　

ソ

　　

事
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ぷ･

　

夕

　

夕

　

頃

　

吏
--一一一
六

　

六

　

七

　

八

　

活

二上二旦三

一

　

－
応応四五り1

五

　

五
ぷ

　

広

　

夕

　

頃

　

竹

一一一一一

　　　

-
２２宍田ｌな

　　　

五

頃

　

頃

　

素

　

頃

　

職

-
牡

四

　

五

　

六

　

螺

夕

　

＆

　

頃

　

令
子

-

⑩
宋
會
嬰
刑
法
二
上
刑
法
禁
約
に
「
侃
宗
大
中
詳
符
六
年
七
月
二
十
四

　
　

日
ｏ
禁
内
外
群
臣
市
宮
田
宅
」
と
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　

仁
宗
朝
に
於
て
良
好
な
る
成
績
を
あ
げ
た
郭
諮
の
方
田
法
が
慶
止
さ
れ
た
そ
の
後
に
於
て
上
地
制
度
が
ま
た
楽
乱
し
た
も
の
ｘ
如

く
、
長
編
Ｊ
に
煕
寧
四
年
六
月
庚
申
に

　

天
下
之
田
。
有
こ
畝
而
税
数
十
者
「
有
・
こ
畝
而
税
散
読
者
　
０
有
二
善
田
而
乾
税
者
「
有
二
悪
田
而
税
重
者
ぺ

と
あ
る
。
し
か
る
・
に
紳
宗
朝
に
至
り
て
王
安
石
は
、
諸
槌
の
政
治
的
改
革
を
企
圖
し
て
丿

地
制
度
に
開
す
る
改
革
と
し
て
、
煕
咎
五
年
八
月
よ
り
こ
の
方
川
法
を
復
活
し
て
重
修
賓
施
し
た
。
今
そ
れ
が
如
何
な
る
目
的
と
内

容
を
も
っ
か
を
紹
介
す
る
に
富
り
、
方
田
と
言
ふ
字
の
起
原
か
ら
調
べ
て
兄
よ
う
。

　

隋
１
　
巻
十
六
律
暦
志
に

　

方
田
。
以
御
こ
田
喘
界
域
　
０

と
見
え
、
九
章
算
術
巻
一
に

　

方
田
術
日
。
ぽ
従
歩
数
。
相
乗
得
二
積
歩
べ

と
あ
る
・
即
ち
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
来
田
の
縦
横
の
長
さ
を
測
り
、
相
乗
じ
て
そ
の
面
積
を
求
め
る
意
味
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
王
安
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石
０
方
田
法
は
｀
田
土
を
面
積
を
賓
測
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
の
位
置
を
明
躍
に
し
た
上
、
更
に
田
の
肥
痔
美
悪
を
１
　
酌
し
て
、
’
田

税
の
軽
重
を
均
平
な
ら
し
め
る
法
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
常
時
の
臣
僚
上
言
に
も
「
方
田
」
を
以
っ
て
周
官
に
見
ゆ
る
「
土
均
の
制
」

に
擬
し
、
次
の
如
く
言
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
績
資
治
通
鑑
長
編
拾
補
丿
八
に

　

方
田
之
制
。
印
周
官
土
均
之
法
。
辨
二
五
物
九
等
‘
制
二
天
下
之
地
征
　
０
蓋
所
こ
以
均
ジ
之
。
非
所
二
以
靖
之
一
也
。
（
宋
會
要
食
貨
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　

４

　
　
　
　
　
　
　

ｊ

と
あ
る
様
に
、
土
地
の
上
下
に
よ
っ
て
、
土
地
相
庶
の
田
税
を
均
敷
す
る
事
で
、
田
税
の
増
収
を
第
一
義
と
は
せ
ぬ
。
こ
ｋ
に
方
田

法
が
一
に
「
方
田
均
税
法
」
と
も
言
は
れ
る
所
以
が
あ
る
。
し
か
ら
ば
如
何
に
し
て
こ
れ
を
賓
行
す
る
か
。

　

王
安
石
０
方
田
法
に
就
い
て
は
、
宋
婁
（
膳
娑
記
皿
）
、
ａ
貿
混
雙
編
認
配
寧
五
年
八
月
之
條
、
文
献
通
考
望
賦

四
ヽ
宋
史
四
Ｅ
食
貨
志
二
方
田
等
に
略
゛
同
様
の
記
事
．
が
見
え
る
・

長
編
に
よ
れ
ば

八
月
匹
一
匹
詔
・
一
司
農
寺
1
以
一
方
田
均
税
條
約
井
式
「
頒
二
天
下
　
０
方
田
法
以
二
東
西
南
北
各
千
歩
　
０
営
こ
四
十
一
頃
六
十
六
畝
一
百

　

六
十
歩
　
０
篤
Ｌ
方
「
歳
以
二
九
月
「
瓢
委
‘
一
令
佐
「
分
‘
地
計
量
。
抹
二
其
方
荘
‘
張
乱
桔
。
験
二
地
土
色
琥
「
別
‘
一
茜
陵
原
子
滞
赤
潜

　

黒
檀
之
類
一
凡
幾
色
。
方
量
畢
。
計
気
ハ
肥
痔
「
定
こ
共
色
競
「
分
篤
二
五
等
　
０
以
二
地
之
等
「
均
調
定
税
数
　
０

と
あ
っ
て
、
大
蔵
全
國
の
土
地
を
嶮
す
る
に
、
千
歩
四
方
、
（
二
百
四
十
歩
を
一
畝
、
４
　
畝
を
一
頃
と
す
れ
ば
千
歩
四
方
は
四
１
　
一

頃
六
十
六
畝
百
六
十
歩
に
富
る
）
を
一
つ
の
堆
位
と
し
て
用
ひ
、
そ
の
調
査
に
は
邸
の
役
人
を
し
て
之
に
富
ら
し
め
、
九
月
よ
り
伺

始
し
、
田
土
の
面
積
、
地
形
、
上
質
、
肥
痔
等
を
綜
合
調
査
ｏ
上
、
五
階
級
。
（
後
に
十
階
級
）
に
分
ち
、
そ
の
階
等
の
高
下
に
廃
じ

て
、
税
数
を
割
り
営
て
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で

　

至
二
明
年
三
月
‘
畢
。
掲
以
示
。
民
。
但
再
期
こ
季
　
０
以
轟
二
共
詞
こ

13-
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と
あ
る
如
く
ヽ
九
月
か
ら
翌
年
三
月
迄
に
右
の
丈
量
測
定
を
柊
り
、
そ
の
結
果
を
人
民
に
掲
示
し
、
一
季
の
回
猫
像
を
擬
へ
、
人
民

の
異
議
ゐ
る
者
は
そ
の
申
告
を
許
し
、
そ
の
後
戸
帖
（
即
ち
登
記
投
書
）
と
荘
帳
（
後
文
に
凡
砂
る
「
方
帳
」
即
ち
土
地
盃
帳
の
分

冊
）
と
を
人
戸
に
交
付
し
て
地
符
、
印
ち
一
種
の
執
照
と
な
き
し
め
る
。

次
に
課
税
標
準
に
つ
い
て
は

　

〔
均
税
法
〕
以
二
邸
租
額
税
数
ぺ
母
ｙ
以
二
蕉
収
蜃
零
数
Ｉ
均
中
灘
於
元
額
外
・
轍
。
噌
‘
数
者
。
″
ｙ
之
。
若
‘
絲
綿
紬
絹
之
類
一
不
・
以
桑

　

柘
有
無
「
止
以
二
田
畝
篤
’
定
。

印
ち
新
の
租
額
税
数
０
範
園
内
に
於
て
課
徴
す
る
。
そ
の
課
税
標
準
は
収
益
を
標
準
と
し
な
い
。
た
ゞ
田
畝
の
数
に
よ
る
。
次
に

　

掲
慄
以
示
＼
民
誓
毎
動
以
二
洋
一
豆
繩
有
’
斬
司
伐
荒
地
　
０
以
‘
・
見
仙
‘
認
ヴ
主
。
勿
‘
究
・
一
胃
佃
之
因
「
若
痔
面
不
毛
。
聴
二
占
田
「
衆

　

得
・
・
樵
探
「
不
ｙ
篤
二
家
業
之
数
「
衆
戸
殖
に
利
。
山
林
肢
嬌
。
道
路
淋
河
。
墳
墓
荒
地
。
皆
不
ｙ
許
‘
税
。
脆
名
挾
佃
。
皆
合
併
改
正
。

と
あ
る
は
方
量
開
始
の
像
告
と
、
冤
税
地
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
。
ま
た
荒
地
を
開
墾
し
て
主
（
地
主
）
と
な
っ
た
も
の
あ
れ
ば
、
そ

れ
が
胃
佃
印
ち
佃
戸
を
似
栃
し
て
ゐ
て
も
之
を
追
求
せ
ざ
る
事
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
文
の
最
後
に
凡
ゆ
る
如
く
脆
名
挾

田
を
併
せ
正
さ
う
と
す
る
の
憲
圖
あ
り
し
事
は
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
方
田
終
了
の
田
地
に
は
、
そ
の
四
隅
に
、
そ
の
土
地
に
適
廊
し
た
樹
木
を
植
ゑ
て
田
の
限
界
を
明
確
な
ら
し
め
る
。
〔
本
文
に

曰
く
、
凡
田
方
之
角
有
’
謝
。
植
以
二
野
之
所
に
１
　
木
‘
〕
之
は
洪
水
そ
の
他
の
地
理
的
憂
化
に
よ
っ
て
田
の
経
界
の
消
失
せ
ざ
ら
ん
事
を

像
防
す
る
た
め
で
あ
る
。
普
通
宋
頃
田
上
の
境
に
は
水
を
引
く
か
、
又
は
石
木
を
立
て
た
様
で
あ
る
。

　

次
に
方
田
に
開
す
る
官
簿
と
し
て
政
府
は
方
帳
（
總
土
地
豪
帳
）
と
甲
帖
（
總
登
録
投
書
ほ
０
類
か
）
を
具
へ
る
。
宋
袁
采
撰
「
世
範
」

治
家
篇
に
政
府
に
は
土
地
豪
帳
多
く
失
は
れ
て
存
す
る
者
殆
ど
無
き
を
以
て
土
地
の
譲
渡
は
細
心
の
注
意
を
沸
ふ
べ
し
と
戒
め
て
ゐ
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る
。
が
・
方
田
決
ど
よ
れ
ば
’
　
Ｕ
測
し
ｔ
得
た
土
地
篁
舵
を
基
礎
と
し
ｔ
、
政
府
は
土
地
費
買
譲
彼
の
際
、
取
引
を
的
瞳
な
ら
し
め
る

様
。
積
極
的
に
次
の
如
き
處
置
を
と
る
。
。

　

共
分
‘
煙
析
‘
産
。
典
費
割
移
。
官
給
’
契
。
鄙
置
’
簿
。
皆
以
二
所
方
之
田
‘
篤
‘
正
。

さ
て
方
田
を
最
初
京
東
路
よ
り
は
じ
め
る
事
と
し
、
満
州
拒
野
懸
尉
王
曼
を
指
教
官
に
任
じ
、
他
の
路
も
こ
れ
に
倣
っ
て
Ｉ
斉
に
を

開
始
し
た
。
七
年
三
月
に
至
り
京
束
１
　
七
州
に
於
て
、
四
人
の
方
田
官
（
三
年
一
任
）
を
選
び
方
田
を
司
ら
し
め
、
郡
鄙
に
派
遣
し

た
°
　
-
≪
た
上
地
を
方
量
す
る
場
合
ゝ
下
役
人
と
し
て
郷
戸
０
上
戸
を
使
っ
た
様
で
ゝ
宋
會
要
心
四
Ｅ
一
心
下
に
次
の
如
く
言
っ
て
ゐ
る
Ｉ

　
　
　
　

煕
寧
七
年
四
月
四
日
詔
。
方
田
毎
‘
方
。
差
こ
大
甲
頭
二
人
　
０
以
“
本
方
上
戸
・
充
。
小
甲
頭
三
人
。
同
集
二
方
戸
べ
令
・
‘
・
各
認
二
歩
畝
　
０

　
　
　
　

方
田
官
躬
瞼
二
逐
等
地
色
　
０
更
勒
二
甲
頭
方
戸
‘
同
定
。
寫
ａ
成
草
帳
‘
於
二
逐
段
長
潤
歩
数
下
　
０
各
計
司
定
頃
畝
「
官
自
募
’
人
覆
算
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

更
不
‘
加
造
＝
方
帳
「
限
二
四
十
日
‘
畢
。
先
黙
二
印
記
　
０
暁
丿
示
方
に
各
具
＼
書
算
入
。
寫
お
造
草
賑
荘
賑
　
０
候
’
給
＝
戸
帖
連
荘
帳
「

　
　
　

ｓ

　
　
　
　

付
゛
一
逐
戸
゜
’
以
夢
・
地
符
　
０
＾
虻
編
巻
二
五
二
略
同
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
方
戸
、
即
ち
方
田
の
施
行
せ
ら
れ
る
べ
き
土
地
の
人
民
の
上
等
戸
か
ら
、
大
甲
頭
二
人
を
え
ら
び
、
こ
の
外
、
小

　
　

甲
頭
三
人
を
同
様
方
戸
の
中
か
ら
選
ん
で
。
、
田
畝
を
調
査
せ
し
め
、
方
田
官
自
ら
土
地
０
性
質
の
上
下
を
験
し
て
査
定
し
、
甲
頭
方

　
　

戸
を
し
て
認
知
せ
し
め
、
は
じ
め
て
草
帳
に
か
き
こ
む
。
更
に
人
を
募
っ
て
之
を
覆
算
せ
し
め
る
。
四
４
　
日
を
以
っ
て
終
了
し
、
先

　
　

に
之
を
人
民
に
提
示
す
る
と
言
ふ
方
針
で
あ
っ
た
。
之
が
王
安
石
の
方
田
法
の
内
容
と
運
用
法
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

し
か
る
に
煕
寧
七
年
四
月
六
日
至
っ
て
に
突
如
、
方
田
法
を
停
止
す
る
の
詔
が
出
て
ゐ
る
。
理
由
は
旱
天
続
き
で
各
地
の
被
害
少

　
　

な
か
ら
す
、
災
傷
路
に
て
は
到
底
賓
施
の
見
込
が
立
た
な
い
。
よ
っ
て
暫
く
中
止
し
て
豊
熟
農
隙
の
際
を
待
だ
う
と
言
ふ
の
で
あ

3
4

　

る
・
蓋
し
煕
寧
六
年
七
月
よ
り
翌
年
三
月
頃
迄
降
雨
な
く
、
之
を
新
法
の
篤
と
す
る
輿
論
と
共
に
天
下
騒
然
と
し
て
来
た
の
は
丁
度



お

　

こ
の
時
で
あ
っ
た
。
1
4
　
宗
の
憂
色
外
に
あ
ら
は
れ
、
「
輔
臣
０
進
・
見
す
る
毎
に
歎
息
懇
側
せ
ざ
る
な
し
」
（
皿
一
「
皿
に

詐
一
匹
寧
）
と
言
は

れ
、
こ
の
た
め
紳
宗
は
他
の
新
法
と
共
に
方
田
を
も
罷
め
ん
と
し
た
が
、
そ
の
時
、
王
安
石
は

　

水
旱
常
数
。
尭
湯
所
ｙ
不
に
菟
。
陛
下
即
位
以
来
。
累
年
豊
稔
。
今
旱
嘆
雖
’
逢
。
但
富
征
二
修
人
事
　
０

　

以
庶
二
天
災
　
０
不
Ｅ
足
聊
訟

　

慮
‘
耳
。

と
言
っ
て
之
に
反
對
し
て
ゐ
る
が
、
水
旱
は
尭
舜
も
免
れ
ざ
る
所
な
り
と
の
見
解
は
胤
ハ
味
あ
る
考
へ
方
で
あ
る
。
９
　
宗
は

　

此
豊
細
故
。
朕
今
所
こ
以
恐
惶
如
一
‘
此
者
。
正
認
二
人
事
有
・
所
‘
未
に
修
也
。

と
庶
酬
し
、
結
局
方
川
法
は
王
安
石
の
一
時
桂
冠
す
る
と
同
時
に
庭
止
さ
れ
た
。

　

し
か
し
十
月
に
至
っ
て
司
農
寺
の
上
言
に
よ
り
再
び
方
田
法
は
復
活
さ
れ
る
事
に
た
っ
た
。
た
ヾ
し
、
旱
嘆
の
被
害
が
田
地
の
三

十
了
ご
占
上
ず
及
迄
方
に
ヽ
見
合
大
筒
皿
緩
）
ま
た
一
転
の
災
傷
が
十
八
Ｉ
七
ン
ト
以
下
の
處
で
は
決
行
す
る
事
と

尽
九
二
賜
肩
。
）

　

ま
た
元
豊
元
年
「
方
田
未
だ
皆
な
ら
す
」
の
聾
、
京
東
東
路
よ
り
生
起
し
、
そ
の
た
め
詔
し
て
詞
訟
最
も
多
き
一
懸
を
揮
び
て
先

に
行
ひ
、
そ
の
地
の
田
の
等
第
に
抹
っ
で
、
税
戮
を
決
定
し
、
方
川
終
了
後
民
間
か
ら
何
等
異
議
申
立
て
の
な
い
の
を
待
っ
て
逐
次

隷
に
六
万
こ
ｔ
ｙ
・
（
晨
皿
肘
謂
作
緞
胆
）

　

元
豊
互
年
に
は
永
興
秦
鳳
等
路
で
は
毎
年
方
田
す
る
転
の
数
は
僅
い
に
二
部
で
あ
る
。
開
封
府
が
若
し
こ
の
割
合
で
進
む
と
、
府

界
十
九
転
を
方
し
畢
る
の
に
は
二
十
年
も
か
ゝ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
毎
年
五
経
づ
っ
の
割
合
で
進
捗
せ
し
め
た
い
と
言
ふ
開
封
府
か

ら
の
建
議
あ
り
、
之
に
従
ふ
こ
と
と
な
っ
た
。
（
右
同
）

　

ま
た
元
豊
七
年
に
は
京
東
東
路
提
皐
常
千
等
事
燕
若
古
の
言
に
よ
れ
ば
折
・
登
密
・
青
の
各
州
は
田
訴
最
も
多
き
を
も
っ
て
、
こ
れ
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ら
ふ
匯
州
？
７
ぢ
一
「
四
瓢
を
先
に
選
ぎ
趾
１
　
し
ｔ
ぼ
ど
≫
ｒ
＼
　
か
と
言
ふ
建
議
が
な
き
れ
ご
れ
に
従
ふ
こ
と
に
し
勺
（
匹
一
－
皿
酵
巻
）

　

さ
て
、
右
の
方
田
法
も
元
豊
八
年
９
　
宗
歿
し
て
同
年
三
月
哲
宗
印
位
す
る
に
及
び
、
同
年
各
十
月
二
十
五
日
「
官
吏
不
‘
得
‘
人
。

以
蓼
一
騒
擾
ご
と
の
理
由
に
よ
っ
て
慶
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

さ
７
煕
寧
五
年
八
月
八
り
茲
に
至
る
迄
紅
十
四
年
そ
の
聞
が
田
は
如
何
程
進
捗
し
た
で
あ
ら
、
う
か
。
宋
會
要
註
鈷
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ

　

煕
寧
初
年
ｏ
祁
宗
皇
帝
詔
‘
有
司
　
０
講
二
究
方
田
利
害
　
０
蕭
以
二
土
色
肥
碗
‘
別
‘
一
田
之
美
悪
‘
定
‘
・
賦
調
之
多
寡
　
０
已
行
’
之
五
路
。

と
見
え
、
文
献
通
考
匹
田
賦
四
に

　

元
豊
八
年
詔
罷
方
田
。
天
下
之
田
已
方
。
而
見
於
籍
者
。
是
二
百
四
十
八
萬
四
千
三
百
四
１
　
有
九
頃
。

と
あ
る
か
ら
、
宋
の
十
八
路
中
五
路
、
面
積
に
し
て
二
百
五
十
萬
頃
弱
を
終
了
し
た
事
が
明
ら
か
と
な
る
。
（
因
み
に
常
時
の
仝
國
總

墾
田
面
積
は
通
考
匹
田
賦
に
「
元
豊
年
間
天
下
四
京
十
八
路
の
田
四
百
六
４
　
一
萬
六
千
五
百
五
十
六
頃
な
り
」
と
見
え
る
が
、
こ
の

数
字
は
勿
論
的
確
で
は
な
く
！
一
説
に
は
三
千
飴
萬
頃
と
す
る
も
の
も
あ
る
町
之
は
少
し
過
大
な
様
で
あ

如
）
進
捗
ｏ
速
度
は
後

に
徽
宗
朝
に
賓
施
さ
れ
た
時
、
『
十
飴
年
告
晟
者
六
路
。
可
謂
二
緩
而
不
石
矣
』
鰍
認
一
匹
」
と
あ
る
こ
と
を
も
綜
合
し
で
尹
へ
る
に

大
胎
二
年
に
一
路
程
度
だ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　

さ
て
、
王
安
石
の
方
田
賓
施
の
結
果
、
そ
れ
が
殿
會
経
臍
の
上
に
如
何
な
る
効
果
を
呉
へ
た
か
に
つ
い
て
、
具
胎
的
た
る
史
官
を

　
　

見
出
し
得
な
い
事
は
多
少
物
足
り
な
い
が
、
し
か
し
仁
宗
朝
に
於
け
る
成
績
か
ら
推
し
て
必
ず
刺
富
の
好
影
響
を
輿
へ
た
こ
と
ｘ
推

　
　

察
さ
れ
る
｀
。
凡
そ
古
よ
り
土
地
の
括
量
、
面
積
の
確
定
、
賦
調
の
差
等
類
別
が
賓
施
さ
れ
た
こ
と
は
少
く
な
く
、
近
く
は
五
代
に
も

ｗ

　

行
は
れ
て
ゐ
５
　
ゝ
如
何
な
る
方
法
を
も
っ
て
し
た
か
不
明
で
あ
る
い
ま
査
先
述
の
如
く
宋
初
以
来
、
ｍ
税
均
敷
の
こ
と
が
議
せ
ら
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れ
た
が
、
何
時
も
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
方
川
法
が
賓
行
に
移
さ
れ
、
十
四
年
間
続
行
せ
ら
れ
、
五
路
を
完
了

し
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
毫
帳
も
次
第
に
整
備
し
て
末
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
前
途
恂
遠
し
と
は
い
へ
、
若
し

方
川
法
が
憐
続
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
合
理
的
な
る
全
國
の
土
地
毫
帳
制
に
よ
る
地
租
制
度
の
完
成
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ

た
ら
う
か
。
（
囚
み
に
我
が
日
本
の
豪
帳
は
明
治
六
年
に
着
手
さ
れ
、
十
四
年
に
完
了
し
、
爾
来
、
数
川
の
修
正
を
経
て
出
床
上
っ
だ

　
　
　
　

③

も
の
で
あ
る
・
）
こ
の
極
の
制
度
は
最
初
は
非
常
な
努
力
を
必
要
と
す
る
が
、
一
旦
出
来
上
れ
ば
無
限
の
恩
恵
と
便
宜
と
を
呉
へ
る
。

　

元
末
方
田
法
は
豪
右
兼
併
の
徒
を
抑
暗
し
、
脆
名
挾
田
を
排
撃
し
、
隠
田
、
脆
税
等
の
不
正
行
篤
の
節
地
を
解
消
せ
し
め
る
事
が

出
来
る
筈
で
あ
る
。
か
ｘ
る
目
的
を
も
っ
た
め
、
こ
れ
が
宣
行
に
際
し
、
あ
ら
ゆ
る
因
習
を
打
破
し
、
瓜
對
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
０
　
た
で
あ
ら
う
か
ら
、
そ
の
努
苦
は
尋
常
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
後
世
、
明
の
紳
宗
萬
暦
中
張
居
正
が
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

年
を
費
し
て
田
上
の
調
査
を
行
ひ
バ
仝
國
川
上
を
四
百
萬
頃
よ
り
一
躍
七
百
萬
頃
迄
印
ち
約
二
倍
に
ま
で
摘
め
た
事
が
あ
る
が
、
そ

れ
も
王
安
石
の
土
地
仝
帳
制
に
は
匹
敵
す
べ
き
も
な
い
、

　

元
豊
八
年
方
川
法
が
蕉
法
官
の
手
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
た
の
は
、
彼
等
仮
法
賞
換
言
す
れ
ば
脱
成
勢
力
階
級
が
主
と
し
て
地
方

地
主
の
出
身
で
あ
り
、
地
主
と
し
て
の
観
念
が
治
者
た
る
の
自
党
よ
り
も
先
に
働
き
、
特
に
利
害
開
係
あ
る
場
合
に
は
Ｉ
珊
々
強
く

鼓
動
す
る
。
従
っ
て
方
川
法
の
如
き
が
賓
施
せ
ら
れ
、
続
行
せ
ら
れ
る
限
り
、
決
し
て
彼
等
に
は
利
釜
を
肝
ら
さ
な
い
。
そ
こ
で
種

種
理
由
を
附
言
し
て
他
の
新
法
と
共
に
、
彼
等
は
相
擁
し
て
哲
宗
に
迫
り
之
を
中
止
せ
し
む
る
に
至
っ
だ
の
で
は
あ
ら
う
。
「
官
座

共
の
人
を
得
ず
。
以
て
掻
接
を
致
す
」
て
ふ
庭
止
の
理
由
は
恐
ら
く
か
う
し
た
既
成
勢
力
階
級
、
印
ち
薔
官
僚
の
策
謀
が
あ
っ
た
こ

と
ｋ
察
せ
ら
れ
、
ま
た
方
川
宣
施
に
際
し
て
は
方
田
官
自
ら
験
す
る
事
を
怠
り
膏
吏
に
一
任
す
る
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
徽
宗
朝

ら
賢
施
無
蓋
か
ら
推
測
し
て
、
青
吏
の
不
正
と
言
ふ
奉
も
、
人
民
の
不
平
も
招
来
し
た
で
あ
ら
う
。
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王
安
石
が
宋
代
の
一
般
官
僚
の
気
風
に
懐
ら
寸
、
彼
等
の
優
柔
不
断
、
退
嬰
姑
息
的
利
己
主
義
に
對
し
て
ひ
そ
か
に
痛
憤
の
念
を

い
だ
き
、
富
豪
を
抑
へ
る
と
同
時
に
、
小
農
民
に
對
し
て
同
情
を
い
だ
い
て
ゐ
た
こ
と
は
申
す
迄
■
?
ｓ
>
<
ｋ
＾
Ｓ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　

彼
が
詩
文
の
中
に
古
の
井
田
之
制
を
讃
美
し
た
も
の
が
二
、
三
に
止
ま
ら
９
　
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
を
井
田
論
者
と
見
倣
す

陶
希
聖
氏
の
論
説
０
営
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
彼
が
小
農
民
を
救
済
す
る
た
め
均
税
を
徹
底
せ
し
め
た
い
と
の
念
願
が
、
自
然
井

田
を
憧
憬
す
る
が
如
き
詩
文
と
な
っ
た
の
で
は
あ
ら
う
。

　

以
上
方
田
法
の
長
所
の
み
を
数
へ
た
が
、
し
か
し
一
方
次
の
如
き
短
所
も
像
想
せ
ら
れ
る
。
即
ち
Ｉ
、
方
田
に
於
け
る
莫
大
な
る

費
用
と
歳
月
。
二
、
方
田
官
に
不
正
を
行
は
れ
る
餓
地
あ
る
事
。
三
、
災
傷
あ
る
毎
に
方
田
は
中
細
の
已
む
な
き
に
至
る
。
四
、
災

傷
の
程
度
を
如
何
な
る
標
準
に
よ
っ
ぞ
判
断
す
る
か
。
五
、
五
階
級
乃
至
十
階
級
に
田
を
類
別
す
る
が
、
賓
際
問
題
と
し
て
田
土
は

多
種
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
か
ゝ
る
訣
鮎
は
む
し
ろ
大
利
の
前
の
小
瑕
と
し
て
大
し
た
問
題
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　

凡
そ
王
安
石
の
新
法
は
そ
の
理
論
的
根
球
を
周
破
に
求
め
た
と
言
は
れ
る
。
先
掲
の
如
き
長
編
拾
補
の
記
事
の
如
く
、
印
ち
方
田

之
制
は
周
回
の
土
均
の
法
な
り
て
ふ
説
も

い
に
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
方
田
法
は
租
賦
の
収
入
堵
加
を
計
ら
う
と
す
る
事
は
決
し
て

第
一
目
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
近
代
的
な
租
税
０
術
語
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
収
入
を
第
一
一

目
陰
と
す
る
純
財
政
的
意
義
よ
り
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
社
會
政
策
的
意
義
の
怪
か
っ
た
と
思
は
れ
る
勁
一
で
あ
る
・
徽
宗
朝
に
於

て
三
度
蔡
京
が
之
を
復
活
蜜
施
し
た
際
、
器
々
た
る
世
の
非
難
を
浴
び
た
の
は
蔡
京
が
全
く
方
田
法
の
精
９
　
を
誤
り
、
之
に
よ
っ
て

田
賦
吸
入
の
堵
加
に
の
７

　
　

非
゛
所
一
以
雄
゛
之
也
」
゛
９
１
　
Ｊ
心
補
）
と
見
べ
ま
た
大
観
四
年
方
田
法
嘔
止
の
時
詔
に
も
「
方
田
官
吏
非
三
特
妄
『
増
田
税
「
又
蓼
示

丿

　

食
２
　
山
一
方
乏
・
稗
゛
出
‘
・
翁
草
之
右
」
余
鴛
れ
ご
謔
・
尽
ヽ
宣
和
二
年
Ｑ
詔
七
も
「
方
田
之
法
・
本
以
“
・
均
劈
有
司
奉
行
違

-
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り

　

尻
。
貨
賂
公
行
。
豪
右
形
勢
之
家
。
類
周
二
賦
役
　
０
而
移
二
於
下
戸
　
０
不
1
1
'
特
困
お
弊
民
力
　
０
致
に
使
二
流
徒
　
０
殊
失
こ
先
帝
厚
民
裕
國
之

お

　
　

毘
三
簿
冊
農
゜
沓
晏
字
包
Ｉ
宋
大
賢
石
公
弼
詣
品
数
才
言
も
゛
京
西
蒔
迩
使
張
徽
弓
欲
加
一
方
田

　
　

絡
イ
堵
中
立
汝
襄
郵
三
州
税
Ｊ
公
弼
以
篤
。
方
田
之
制
。
魏
二
天
下
之
地
征
　
０
正
欲
‘
均
二
共
賦
耳
。
而
徽
言
。
捨
ａ
克
重
斂
民
　
０
何
以

　
　

堪
。
詔
罷
‘
之
。
」
と
見
え
て
ゐ
る
の
は
明
ら
か
に
こ
０
媛
０
事
情
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

　
　
　

王
安
石
の
方
田
法
は
蔡
京
時
代
に
は
最
早
そ
の
本
来
の
精
祁
を
失
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
青
吏
の
暗
躍
、
官
吏
の
怠
堕
、

　
　

賄
賂
の
公
行
等
の
諸
弊
も
之
に
従
っ
て
栢
出
し
た
０
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
王
安
石
の
方
川
法
は
支
那
近
世
初
頭
の
著
し
い
祀
會
経
臍
０
受
萍
期
に
際
會
し
、
充
分
そ
の
効
果
を
腿
揮
せ
ざ
る
う
ち

　
　

一

に
庭
止
さ
れ
た
と
は
言
ヘ
パ
そ
の
内
容
と
運
用
法
と
に
於
て
極
め
て
合
理
的
な
要
素
を
含
み
、
一
座
支
那
の
土
地
蔓
帳
制
に
よ
る
地

　
　

恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

租
制
度
の
合
理
化
を
見
た
こ
と
は
少
く
と
も
支
那
土
地
制
度
沿
革
史
に
於
て
注
目
す
べ
ぎ
事
件
で
あ
っ
た
。

　

清
朝
黄
宗
薮
が
そ
０
明
夷
待
訪
録
に
於
て
提
唱
せ
る
方
田
法
も
、
そ
の
内
容
の
鮎
か
ら
兄
て
、
王
安
石
の
そ
れ
か
ら
暗
示
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

事
が
ほ
ゞ
想
像
さ
れ
る
。
唯
だ
清
朝
の
張
爾
岐
は
宋
代
の
方
田
法
弊
害
多
し
と
論
じ
て
ゐ
る
が
（
薦
莞
間
話
）
、
そ
の
論
説
は
た
ゞ
蔡

京
時
代
の
状
況
を
見
て
、
王
安
石
時
代
の
そ
れ
に
は
殆
ど
一
顧
も
輿
へ
た
か
っ
た
暖
で
、
従
っ
て
之
を
も
っ
て
方
田
法
を
ト
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
思
ふ
。



357

註の
宋
史
一
四
乙
一
食
貨
志
　
１
農
田

②
質
治
通
鑑
心
こ
後
晋
天
扁
六
年
十
一
月
之
條
に
「
唐
主
性
節
倹
。

　
　

（
中
略
）
分
坦
使
者
按
行
民
田
。
以
肥
晦
。
定
其
枕
。
民
問
将
其
平

た
」
と
見
え
ヽ
同
書
一
一
I
]
後
周
頚
徳
各
十
月
丿
詔
。
左
散
騎
常
侍

須
械
戈
頴
等
三
十
四
人
。
分
行
諸
州
。
均
定
田
租
。
」
と
見
９
．
均

④
陶
希
彗
氏
ヽ
「
北
宋
幾
督
大
思
想
家
的
井
田
論
」
Ｊ
四
一
に
］
刊

④
長
編
拾
補
四
八
大
観
三
年
六
月
壬
午
臣
僚
上
言
。
伏
以
方
田
之
制
。

　
　

印
周
官
土
均
之
法
也
。
辨
五
物
九
等
。
制
天
下
之
地
征
。
（
宋
會
嬰

　
　

略
同
）

　
　

周
緩
に
「
土
均
。
掌
平
土
地
之
政
」
文
［
大
司
徒
。
以
土
均
之
法
。

　
　

辨
五
物
九
等
。
制
天
下
之
地
征
］
見
ゆ
。

枕
の
こ
と
は
同
書
｀
Ｊ
一
一
後
唐
明
宗
長
興
二
年
六
月
丙
子
「
命
諸
道

　
　

⑦
黄
宗
義
明
夷
待
訪
録
田
制
三
に
「
今
丈
量
天
下
田
土
。
其
上
者
。
依

均
民
田
租
。
」
と
見
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
田
之
法
。
二
百
四
十
歩
認
一
畝
。
中
者
以
四
百
八
十
歩
儒
一
畝
。

③
紳
戸
正
雄
「
租
税
論
」
改
造
牡
経
済
學
全
集
第
二
十
一
巻
第
二
二
六
頁

④
清
水
泰
次
東
洋
中
世
史
第
四
篇
匯
○
三
頁

石

　

炭

　

の

用な倦そ民にに法且顕
さか一のの於は等つ炎支

れつ一地石て東に－1武那
てた一方炭始に就墨はの
ゐ様仁のをめ我て1一日石

たで宗住毀てがはと知炭
事あ明民ぐ専入本－1録は
はる辺が者費唐草煤巻古

　

｀が尤石よ品求綱1一三来

圓゛年炭りと法目と十｀
仁昔九を毎し僣に０‾‘煤
がは月も駄て圓詳異石石
彼殆己つ十課仁細同叙｀

は
陸
游
の
老
學
庵
筆
記
に
「
北
方

宿
業
に

造
船
業

加
す
る

下
者
以
七
百
二
十
歩
認
一
畝
。
再
酌
之
於
三
百
六
十
歩
認
畝
。
分
之

五
等
。
云
々
」

於
て
木
炭
と
併
用
せ
ら
れ
、
一
般
に
毎
秤
六
十
文
程
度
で
取
引
さ
れ
た
ら
し
く
、
ま
た
長
編
〃

の
喧
の
烹
錬
に
も
利
雄
さ
れ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
唐
宋
の
頃
燃
料
と
し
て
飢
る
珍
重
せ
ら
れ
、

様
に
た
っ
て
こ
ｘ
に
専
費
制
度
宣
行
の
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
ら
う
。
。
（
荒
木
）

｀多のど丑て斤税がなにの煎

-
２

一石紀利の媛をせある就條石専

般炭行用條を抽らり詑いに｀

に゜にさにと解れ｀明て於煤責

毎南ｍれはるした西を考て炭

秤方遠なｍ事た様に見誼す｀

六多諸か庭あ事でヴ出すで⌒

十木州つ具るを｀エするに

石

文炭人た定を記印二事な史墨

程ご゜石府以しちスがど記等

度と書炭石て｀栢の出興｀と

で記来も炭｀宋資人来味漢も

取し取唐務税史治--る深書呼

引て焼頃゜を巻通ル゜い｀ば

さ居゜炊と除二鑑コ外一水れ

れり修辞見去八長ポ國篇経゛

た｀理用えせ四編ｌ人を注隨

ら宋飯とてん陳巻ロで草等分

し會食しゐこ尭七が支しに古

く要゜てると佐二あ那て石ぐ

　

｀食極｀゜を傅にるのゐ悦か

ま貨有山唐奏に具゜石るにら

た７火西代上彼宗と炭゜開支

長官勢あでせがのこにます那

編務1--たはる河頃ろ多たるの

巻1-とり未由車井で大石記史

一に述でだを路州｀の炭載縞

○よべは課記に⌒こ開のあに

六れ｀廣税し官山の心探る現

にばまく専ヽだ回石を掘事は

よ｀た一資まりに炭彿法をれ

れ石宋般のだし於がつ｀述て

ば炭代に事長時て宋た利べゐ
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